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藤沢先生と私との最初の出合いはすれちがいに終りました。私が着任する
前面接に呼ばれたことがありましたが，その日藤沢先生は私を駅まで出迎え
て下さいました。しかし，どこでゆきちがったのか、結局は大学の応接室で
お会いすることになりました。誰でも初めての土地で最初にお世話になった
人のことは印象深いものでしょうが，私も先生との最初のすれちがいとご親
切が今でも忘れられません。
藤沢先生は私が着任する一年前の昭和40年に小樽商大から本学に教授で迎
えられました。その頃経済学科はわずか四講座で教官は助手を入れても10名
程度｡しかも当時の教授陣には健康のすぐれない方が多く,学部会がある時以
外はあまりお顔も拝見しないという状況でした。その中にあって藤沢先生は
最も精力的にご自分の専門テーマに取り組んでおられ，研究面では経済学科
の代表的教授であったと思われます。当時の経済学論集や紀要を見れば先生
がリーダー的役割を果されていたことがよくわかります。先生の専門分野は
金融論のなかでもとくに現代イギリスの金融政策および金融動向であり，こ
の分野では日本でも数少ない研究者の1人です。本学に来られてからラドク
リス委員会やマクミラン委員会の報告を丹念に検討され，それを中心にして
現代英国の金融政策の動向をフォローした論文を数多く発表されました。そ
して昭和50年には長年の研究を体系的にまとめられて，「イギリスの信用と
貨幣」と題する著書を出版されましたが，これによって経済学博士の学位を
受けられました。経済学博士の称号をうけられたのは，当経済学科では先生
唯一人であります。先生の研究業績は，現代イギリスの経済政策の理論的支
柱になっているマネタリズムがどのようにして政策原理となって来たかを理
解する上でわれわれ専門外の者にも得力ぎたい示唆を与える貴重な価値を持っ
ています。先生は退官記念のパー ティの席上で，今になってやっと勉強する
面白さがわかって来たという意味のことばを述べられましたが，今までイギ
リス金融のテー マを一貫して追究して来られた先生のお言葉だけに，さりげ
なく言われた感想に云いしれない研究者としての重みを感じた者は少〈ない
と思います。
ところで，当時の経済学科の事情は藤沢先生をもっぱら研究室に引きこも
らせておくというわけにはゆきませんでした。経済学科にとって不幸なこと
に，先生が当学科に来られてからしばらくすると，教授の方々が次々に亡く
なられたのです。そしてしまいには教授では藤沢先生と石井先生のお二人し
か残らないことになりました。このうち石井先生は健康も勝れない方でした
ので，学科運営の重責はどうしても藤沢先生の肩にかかることになります。
法文学部のなかで教授二人を中心に教官10名にも満たない弱小の学科でした
から，責任者としては不如意のことが数多くありました。当時は大学として
も例の大学紛争で大きくゆれ，法文学部の運営も転換期にさしかかっていま
した。しかしその頃は人事・予算をはじめ実質的な権限は教授のみで構成す
る教授会にありましたから，責任は藤沢・石井両先生にかかって来ます。そ
の典型的な例は人事です。教授ポストが空いたので昇任・採用人事を進め
ることになったのですが，当時の規則では選考委員は教授に限られていたの
で，どの人事も両先生の手をわずらわさねばならず，その上3名の委員のう
ち経済学科には2人し.か教授はいないので，他学科の教授がどの選考委員に
も入って来るという状態でした。当時助教授だった私どもは専門の全くち力ぎ
う他学科の委員に審査されるのは割り切れない気持力ぎして，その不満をどこ
へもぶつけようがなく，止むなく一番身近な藤沢先生にもってゆくことにな
りました。今から思うと先生には悪いことをしたと当時の助教授はみな考え
ているのではないでしょうか。これも少々弁解をすれば，先生力:当時の助教
授達にとっては何でもものが云い易い人柄だったからだとも云えます。法文
学部の運営改革が問題になったときも，藤沢・石井両教授はつねに民主的立
場をとられ，教授の権威をかさに着るところが少しもありませんでした。考
えてみると，こうした両教授の人柄は後の経済学部の内の雰囲気にも大きな
影響を与えたものと考えます。もし両先生がもっと権威主義的な人柄であっ
たならば，弱小学科だっただけにもっと学科全体が萎縮してしまったであろ
うと思われるからです。日常の俗事で権威をかさに着なくとも，藤沢先生に
は研究の上で十分教授としての実質的な権威がありました。そのよい例は選
考委員としての役割を誰れよりも忠実に果されたことです。教授陣力罫充実し
た後でも，昇格人事や採用人事にあたって，ほとんどの場合，法文学部の教
授会で藤沢先生が選出されました。それは先生ならば候補者の業績を適確に
評価できるという信頼を他の学科の教授陣からも受けておられたからです。
事実先生の審査報告はどの候補者の業績についてもすべての論文に目を通さ
れ，丹念にメモをとられた上で，論点を明確に指摘し，また内在的に評価さ
れました。そのため，全く専門分野の異る他の学科の先生たちでも藤沢先生
の審査報告は理解ができたと云っています。現在の経済学部のスタッフの非
常に多くの面々がこの点では先生のお世話になっているのです。こうして先
生はわれわれ後進の者の業績をつぎつぎに紹介されているのですが，われわ
れの方は先生の業績をまとめて紹介したことはあまりありませんでした。逆
に先生の方からみなにご自身の論文を配布され，議論を求めてこられたこと
力：よくありました。こうした先生の熱意がだんだん実現されるようになって，
学科内の教官同志で研究会を持つようになりました。他の学部には全く見ら
れない慣わしです。教官同志で研究会が持てるという学部内の雰囲気もルー
ツをたどれば，先生がわれわれに積極的に議論をしかけて来られたことに求
められると思います。
金沢大学のような戦後に発足した新制大学では良きにつけ悪しきにつけ昔
からのアカデミーの伝統はありません。まして経済学科は法学科のなかから
分れて出来た新設学科ですからすべては新たに出発しなければなりませんで
した。この場合当初に中心的スタッフとして在籍された方々の学風や人柄が
知らず知らずのうちに伝統の源流のようなものになります。藤沢先生は学科
のいわば草創時代の後期に来られた方ですが，世代の分類から分けますと草
創期に中心的存在であった方々と同じく戦前派に入ります。ついでながら先
生は戦時中の満鉄勤務時代に特高から拷問をうけた経験も持たれる進歩的戦
前派です。現在の学部スタッフの経歴を見ると，戦前に大学を卒業した
者は一人もいなくなりましたから，藤沢先生で戦前派は最後だったわけ
です。藤沢先生は進歩的戦前派のもつどんな事態にも変らないバイタリティ
で，現在の経済学部の前史を支えて来られ，その間に目には立たないけれど
も先ほどから申しているような先生の足跡が新しい学部の新しい伝統の源流
になっていると思われます。
藤沢先生は本学を定年退官されましたが，知的にはまだまだエネルギッシ
ュだから，今後も多く業績をあげられることを期待し，また私ども後進はそ
れを信じている次第です。
